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傾斜地、南北に長い
土地にも設置可能です。

傾斜地や法面、また、丘陵地にも
整地する必要がなく、

低コストで自然の景観に
溶け込んだ設置が可能です。

従来型のソーラーパネルを地上に設置しようとした場合、どうしても
東西方向にパネルを広げなければならないので、南北に長い土地や
道路法面など東西以外の方向に細長い土地への設置は無理でした。
集光型太陽光発電の場合、基礎工事（コンクリまたは杭打ち込み）の
後に柱を立て、その上に工場でモジュールを載せた追尾架台を設置す
るだけです。
また、東西に長い架台を現場組立する必要がないので、変形敷地にも
設置が可能です。

わかりやすい環境訴求に

環境に対する取り組みをわかりやすくアピールできます。

集光型はパネルが太陽の軌道に沿って動くため、
朝、昼、夕刻とそれぞれ違う表情を醸し出します。常
に太陽を正面に受け発電しますので、太陽が北に回
り込む夏の夕方でも強力に発電します。気温上昇に
よる効率低下も少ないので、ピークカットにも強力
に対応します。



発電実績

発電プラントにも使われています。

下のグラフはあいち臨空新エネルギー実証研究エリアに設置した
30kW システムの発電実績です。ここで得られた電力は中部国際空港
と常滑市の下水処理を担っている常滑浄化センターへ特定供給され、
快晴日には電力使用量の約1割を賄っています。

発電事業向けシステム

暑い夏でも効率の低下はほとんどありません。
日射が強いほど、空が青いほど威力を発揮します。

１日平均日射量（DNI※）が3～4 kWh/㎡の国内に対し、6～8 kWh/㎡の海外日射好
適地（南欧、米国中西部、乾燥地域）では 2倍以上の年間発電量が得られ、発電プラントの
設備償却もこれに応じて加速します。

※DNI（Direct Normal Irradiance）法線面直達日射量
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ＡＣ総発電量
ピーク効率（30 kW アレイ、DC、１分間平均、温度補正無し）
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